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研 究 主 題

主体 的な学習を通 して 「生 きる力」 をは ぐくむ特別活動の指導の工夫

1主 題設定の理由

科学技術 の発展 や高度情報化社会 の実現 により、社会が大 き く変貌 す る中で、環境 教育 や福

祉教育 など様 々な課題 が学校教育 の申 に取 り上 げ られて きて いる。 このような認識 に立っ とき、

次代 を担 ってい く子 ど もたちの活動が、21世 紀へ の目標を抱 き、創造 的で活 力 に満 ち た豊 かな

社会 をっ くる営み に積極果敢 に取 り組み、世界の中で信頼 され る日本人 と して育 っための具体

的 な行動 に発展す るこ とが求 め られて いる。

このよ うな背景 の中で、中学校 の特別活動 は 「望 ま しい集団活動 を通 して、心身 の調和の と

れ た発達 と個性の伸長 を図 り、集団や社会の一員 と してよ りよ い生活 を築 こう とす る 自主 的、

実践的 な態度 を育て るとともに、人間 と しての生 き方についての自覚 を深め、 自己を生かす能

力 を養 う」 ことを目標 に掲 げ、現在及 び将来 にわ たって 自己実現を図 る能 力(自 己を生かす能

力)を 養 うことを求 めている。 しか し、現状 は依存心が強 い子 ど もや 自己中心 的な子 ど もが多

く、 また主体的 ・実践的 な活動の力 を養 うことので きない教員側の指導 力不足 が指摘 されて い

る。 そ こで本研究で は、特 に特別活動 の中心 的 な場で ある学級活動 と生徒 会活動 にっ いて取 り

上 げ、主体的 な学習活動 を通 して 「生 きる力」 をは ぐくむ指導の工夫 ・改善を行 うことをね ら

いと して、本主題 を設定 した。

∬ 第1分 科会

副主題 「生徒の活動意欲を高め る学級活動の指導の工 夫」

1副 主題設定の理 由

これ か らの社会 においては、生徒 自 らが身の まわ りや社会の中か ら課 題を発見 し、社会の一

員 として協力 しなが ら、問題解決 を目指 して活動す る意欲 ・態度、すなわ ち 「生 きる力」を身

につ ける ことが期待 されて いる。 しか し、生 徒 の現状 は教 員か らの指示待 ちが多 く、言われ た

ことはや るが、主体的 に行動で きる生徒 は少な い。 また、指導 にあ たる教 員 にっ いて も教員主

導 の学級指導 に偏 りがちで あ り、生徒 の主体的 な活動を指導 ・援助す る工夫や教 員間の組織 的

な連携 や協力が不十分 である。

生徒 に とって主体的 に活動す る場 は学級活動で あ り、学校生活の最 も大 きな基盤であ ろ うと

考 える。 その学級活動 において、生徒 自 らが意 欲 的 に取 り組 む ことがで きるな らば、 それ は

「生 きる力」を身 にっ ける具体 的な活動 の基礎 にな ると考 え、 「学級活動 の指導の工夫」 を図 る

ことを副主題 とした。
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2研 究 の内容

(1)研 究 構 想 図

研 究 主 題

主体的な学習を通 して 「生きるカ」をはぐくむ特別活動の指導の工夫

学校教育への期待 特別活動の目標

・生涯を通 じて社会の変化に主体的に対応 し
、た くま 望ましい集団活動を通 して

しく生きる人間の育成。
・心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図る

・集団の一員としてよりよい生活を築 こうとする主体
・生涯にわたって

、主体的に学習に取り組む資質や能
的実践的な態度を育てる

力の育成。 ・人間としての生 き方についての自覚を深め、自己を

・創意工夫し、「ゆとり」の中で生きる力の育成。 生かす能力を養う

生 徒 の 現 状 教員側の現状と課題

・多様な興味、関心を持っている。 ・生徒が生 き生きと自主的に動 く学級活動の必要性を

・学級活動に主体的に取 り組めず、指示を待ってから 感 じて い る。

動 く場合が多い。 ・生徒が主体的に活動できる指導、援助の工夫が不十

・失敗や挫折の体験が少なく、周囲の人間関係に過敏 分なのではないかと感 じている。

に反応 してしまう。 ・教員主導の学級活動に偏 りがちな傾向がある。

・自己中心的な生徒が多く、お互いの長所、短所を認 ・教員と生徒の考え方や感覚のズレを感 じている。

め合 う寛容性が乏 しい。 ・教員側の組織的な連携や協力の必要性を感じている。

副 主 題

生徒の活動意欲を高める学級活動の指導の工夫

研 究 の ね ら い

○題材設定の工夫

○教員の指導の在り方、評価方法の工夫

03年 間を見通した指導計画の工夫

研 究 仮 説

生徒の活動意欲を高める学級活動の授業改善をする上で、次の3つ の視点は不可欠であろう。

○個と集団の理解の深化 ○指導計画の工夫 ○学年教員集団の組織力拡充

研 究 内 容

0個 と集 団の理解 の深 化のため に

生徒間コミュニケーション活性化

教員 と生徒の好ましい人間関係

生徒の興味 ・関心の実態把握

0指 導計画の工夫のために

事前・事後の指導計画の工夫

教員の指導・助言の在り方

評価の工夫

0学 年 教員集団 の組織力拡充 のために

学年会の在り方の工夫(機能を生かす)

生徒指導観の共通理解(望 ましい生徒像の共有化)

継続的指導計画の工夫

研 究 方 法

(1)研 究構想図の作成

(2)個 と集団の理解にっいての実態調査と分析

{3)授 業研究の実践 と検証

①「学校行事への取り組み」にっいての学級活動

②「学級・学校生活の改善」にっいての学級活動

(4)学 年教員集団の組織力を高める工夫の実践

研 究 の ま と め と 今 後 の 課 題
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ω 個 と集 団 の 理 解 につ いて の 実 態 調 査 と分析

本 分 科 会 の副 主 題 を話 し合 って い る中 で 、生 徒 の 自主 的 な 活動 意 欲 が高 ま らな い点 が共 通 し

た課 題 で あ る こ とが わ か った。 そ の 原 因 の 一 つ は、 教 員 が生 徒 の実 態 を把 握 して い な い か らで

は な いか と思 わ れ る。 そ こで 、 本 教 育 研 究 員 が 所 属 して い る学 校 を 中心 に して、 生 徒 理 解 を 深

め る た め の実 践 事 例 を集 め る こ とに した。

調 査 項 目 にっ いて は、 学 習 指 導 要 領 「特 別 活 動 」 第3の2を も と に、 以 下 の3っ の項 目 につ

い て 日常 の実 践 例 を調 査 した。

項 目1個 々 の生 徒 に つ い て の理 解 を深 め る た め に実 践 され て い る こ と

項 目2人 間 的 な触 れ合 い を深 め るた め に実 践 され て い る こ と

項 目3生 徒 の 自発 的、 自治 的 な活 動 を育 て る た め に実 践 さ れ て い る こ と

調 査 結 果 は以下 の よ う にな った。

○項 目1に つ いて

・日常 の 生 徒 との コ ミュニ ケー シ ョ ンを深 め る(休 み時 間 、 昼 食 、 清 掃 活 動 な ど)

・班 ノ ー ト、 生活 記 録 ノ ー トな どの活 用(で き るだ け教 員 が コメ ン トす る)

・先 入 観 を もたず に観 察 す る

・ア ンケ ー ト、 感 想 文 、 作 文 の 活 用

・生 徒 が発 表 す る機 会 をで き るだ け多 く与 え る

○ 項 目2に つ いて

・一 人 の人 間 と して 生 徒 を尊 重 す る(挨 拶 、 礼 儀 、 言 葉 づ か い、教 員 か らの 声 が け な ど)

・学 級 通 信 、 班 ノー ト、 話 合 い活 動

・日常 の生 徒 との触 れ合 い を深 め た り、 雑 談 の 時 間 を大 切 にす る(機 会 を っ くる)

・学 校 行 事 へ の積 極 的 な かか わ り

・部 活 動 の試 合 な ど の応 援 や暑 中 見 舞 い、 年 賀 状 の交 換

○ 項 目3に っ い て

・係 、 班 活動 の活 性 や班 会 議 の開 催

・学 校 行事 を通 した学 級 活 動 の活 性 化

・生 徒 に よ る 自主 的 な朝 学 習、 学 級 新 聞 づ く り

これ らの 調 査結 果 よ り、 次 の4点 が現 在 の私 た ち に不 足 して い る もの と して 浮 か び上 が って

き た。

・生 徒 理 解 を深 め、 教 員 と生 徒 との好 ま しい人 間 関係 を っ く る

・ 「や らされ て い る」 の で はな く、 「自分 た ちで 活 動 して い る」 気 持 ちを 持 たせ る工 夫

・ア ドバ イ スを 与 え 、 生 徒 の 自発 的 な活 動 を うな が す 工夫

・生 徒 一 人 一 人 に、 自 己 の役 割 にっ いて 自覚 と責 任 を持 た せ る工 夫

以 上 か ら、 ① 個 と集 団 の 理 解 の深 化 、 ② 指 導 計 画 の 工 夫 、③ 学 年教 員集 団 の 組織 力 の拡 充 が

必 要 で あ る と考 え る。 特 に② につ いて 学 級 活 動 の 工 夫 ・改 善 を 図 る こ とを ね らい と し、 以 下 に

述 べ る検 証 授 業 を行 った。
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(3)授 業 研 究 の 実 践 と検 証 一

① 「学 校 行 事 へ の 取 り組 み 」 につ いて の 学 級 活 動

ア 検 証 授 業1(S中)

(ア)指 導 計 画

(晋)題 材 名 第2学 年 「合 唱 コ ン クー ルへ の 目標 づ く り」

一失 敗 に学 び、 成 功 を生 かす 一

(ii)題 材 設 定 の 理 由

S中 で は、2大 全 校 行 事 と して春 の体 育 大 会 と秋 の文 化 発 表 会 が、 生 徒 実 行 委 員

会 を 中心 に 自発 的 、 自治 的 に取 り組 ま れ て い る。 文 化 発 表 会 は、教 科 や専門 委 員会、

部 活 動 、 生 徒 有 志 が参 加 す る 「展 示 の部 」 と合 唱 コ ン クー ル を 中心 とす る 「発 表 の

部 」 か らな る。 学 級 対 抗 に よ る合 唱 コ ン クー ル は、 学 級 の 自発 的、 自治 的 な 力 を 高

あ、 生 徒 一 人 一 人 を成 長 させ、 学 級 ・学 年 ・全 校 の文 化 的雰 囲気 を育 て る大 切 な 取

り組 み で あ る。 しか し、 同時 に生 徒 間 の音 楽 へ の興 味 ・関心 の違 い 、 思 春 期 に見 ら

れ る自 己表 現 へ の た め らい等 の理 由 に よ り、 自発 的、 自治 的 な取 り組 み が 十 分 にで

きず 、 か え って生 徒 間 の対 立 に 至 った りす る こ と もあ る。

2学 期 が始 ま り、 自由 曲 の選 定 、伴 奏 者 ・指揮 者 の選 出 、 合 唱練 習 の 計 画 作 成 と

い う時期 を迎 え るに あ た って、 合 唱 コ ンクー ル の 意 義 を理 解 し、練 習 に対 して 自発

的、 自治 的 に取 り組 も う とい う意 欲 を は ぐ くむ機 会 と して 、 こ の題 材 を 設 定 した 。

(iii)指 導 の ね らい

@昨 年 度 の合 唱 コ ンク ール へ の取 り組 み の体 験 を もと に、 学 級 の合 唱 に取 り組 む こ

との意 義 を確 認 す る

⑤ 今 年 度 の 合 唱 コ ンク ール へ の 思 いを 出 し合 い、 共 有 化 す る

◎ 昨年 度 の 合 唱 コ ンク ール へ の 取 り組 み を 思 い 出す

⑥今 年 度 の 合 唱 コ ンク ール に向 けて の 学 級 目標 をつ くる

(iv)指 導 の過 程(資 料1参 照)

(v)本 時 の 活動 テ ー マ 「失敗 に学 び、 成 功 を 生 か そ う」

(vi)活 動 の ね らい

@昨 年 度 の 合 唱 コ ンク ー ルへ の 取 り組 み を 思 い 出 し、 次 の点 を確 認 す る。

うま く行 った こ と は何 か 一 → ど う して う ま く行 ったの か

うま く行 か な か った こ と は何 か 一→ ど う して う ま く行 か な か った のか

⑤ 今 年 度 の 合 唱 コ ンク ー ル に向 けて の学 級 目標 をっ く る。

(vii)本 時 の 展 開(資 料2参 照)

(ix)評 価 の 観 点

@合 唱 コ ンク ー ルへ の学 級 の他 の生 徒 の思 い を共 感 す る こ とが で き る。

⑤ 昨 年 度 の 自分 た ち の取 り組 み を客 観 的 に見 っ め 直 し、 成 果 と問題 点 を 明 らか にす

る こ とが で き る。

◎ 学 級 の生 徒 が 自分 た ち の問 題 と して、 合 唱 コ ン クー ル に 向 け て の 、話 し合 い活 動

に参 加 で きる。
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⑥ 合 唱 コ ン クー ル に取 り組 む意 義 が 理 解 で き る。

⑨ 実 行 委 員 は主 体 的 に活 動 で き る。

ω 検 証 授 業 の 中 に見 られ る課 題

(i)学 期 初 め の あ わ た だ しい時 期 で は あ ったが 、 事 前 の準 備 は ほぼ 予定 通 り行 うこ と

が で き、9月10日5校 時 の検 証 授 業 も多 くの方 の参 観 を 得 る なか 、生 徒 は の びの び と

自主 的 、 自発 的 に活 動 に参 加 し、 活 動 のね らい もおお む ね 実 現 で き た と考 え られ る。

しか し、 研 究 協 議 の中 で、 以 下 の点 が 課 題 と して 指 摘 され た 。

@ど の よ うに全 員 が 参 加 で きる よ うな場 面 を設 定 す るか 。

○ 班 で の話 合 いで も意 見 を言 え な い生 徒 が い る。

・班 座 席 にす る前 に ワー クシ ー トを配 布 し、 自分 の 考 え を 文 章 にす る時 間 を保 障

す る必 要 が あ る の で は な いか 。(資 料2のAを 参 照)

・班 で役 割 分 担 を してお けば 、 全 員 が 主 体 的 に参 加 で き た ので は な いか 。

(司 会 、 書 く係 、 発 表 す る係 な ど)(資 料2のAを 参 照)

⑤ 時 間 配 分 に無 駄 が な か ったか 。

○ この1単 位 時 問 の 授 業 で 、 合 唱 コ ン クー ルの 「学 級 目標 」 まで 決 定 で き た ので は

な い か。

・時 間 を取 りす ぎ る と レベ ル ダ ウ ン して しま う。

◎ 「うま くい った こ と は何 か 」、 「うま くいか なか った こと は何 か 」 と い う設 問 に問 題

が なか ったか 。

・教 員 の説 明 に 「情 意 」 と 「行 動 」 の 目標 が 混 ざ って しま う た め に生 徒 が 混 乱 して

い る。(資 料2のBを 参 照)

⑥ 画 用 紙 で短 冊 をつ くり、 磁 石 で 黒 板 に貼 りっ け る と い う方 法 に改 善 す る余 地 が な い

か 。(資 料2のCを 参 照)

日 時 活動 の場 活動 の主体

9/1i放 課 後1実 行委員学級委

iI飴 同委員 会トー 一「一 一 一 π

[

1
学 級 活 動

活 動 の 内 容 指 導 ・援 助 の 留 意 点
_=」

含響 刺i難1議 舌

ig/3

⊥
9/7 放 課 後

全 員

①昨年度のVTR視 聴1①VTRの 準備1

(1年 全部と2年 入1① ワークシー トの活用1

薫1鰯lll雛lllll鯛
ルへ の思 いをまとめ

る。(学 級、 個人)

合同委員会1ニヲ㌫ 晶 繊

li

∴ ∵∵蜀
合 同 委 員 会

ト
____」

_」 麩 垂__一 ⊥ 室墾 うな内容にさせ墾__」

今後の活動の方向につ 失敗に学び、成功を生かすことをア ド
いて話 し合 う。 バイスする。

1単 位時間の活動計画1*一 人一人の生徒が意欲を持 って活動で=

(資料1)事 前 の指 導 と生徒 の活動
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β

'

活 動 の 内 容

n

指 導㌔ 援 助 の 留 意 点 評価の観点

活

動

の

開

始

1.開 会

2.活 動 テーマ(議 題)の 発表

3.活 動内容 の説明

(実行委員)

・事前 に板書 させて お く。

「合唱 コンクールの目標 を作 ろ う」

・模造紙で説明 させ る。

・活動 内容 を生徒全員 がよ く理解 で き

るよ うにす るため、必要 に応 じ教 師

は補足 をす る。

・実行委員の

提案を真剣

に聞けたか。

活
_う

動

＼
の

展

開

4.プ リン ト配布、読 み合 わせ

①学級 の合唱 の意義 は?

(実行委員 か ら)

②合唱 コンクールへの思 い

5.実 行委員 の指示 で班座席 に移動

す る。

～昨年度 の合唱 コンクールの経験

を思 い出 し、

Oll篇 瀧 とは,
を班 ごとに話 し合 い、短冊 に記入

す る。

6.班 で話 し合 った内容 を短冊 を も

とに、班長 が発表 す る。

7.実 行委員 を中心 に、短冊 を黒板

を使 って分類 して、成功 と失敗 の

共通項 を まとめてい く。

＼

思いを共感する方法として有効

.模造締 噛 く.＼

・合唱 コンクールへの各 自の思 い は本

人 に読 ませ る。

・実行委員 が例 を示 せ るように、 準備

させてお く。

・班長 の司会 の もと、円滑 に話 し合い

がで きるよ うに、机 間指 導をす る。

・うま く行 った こと、行 かなか った こ

と→短冊 の色 を分 ける(3枚 ずつ)

/〆
σ3枚 に こ だわ らず 、 必 要枚 数 を 準 備 し

て も よ い

・生徒全員が理解できるような大きな

声で発表するように、ア ドバイスす

る。

・手早 く作業が進むようにア ドバイス

する。

同様 の 意 見 を 重 ね て ま とめ て しま ったの で 、 良 い意 見 が

下 の 方 に隠 れ て しま った 。 全 員 で ま とめ て い く方 が よ い。

・大 きな声で

発表 で きた

か。

・班 の話 し合

いに積極的

に参加で き

たか。

・他 の班の発

表を真剣 に

聞 けたか。

活

動

の

ま

と

め

8.ま とめた内容を黒板 に書 き出す。

9.次 回、学級 の 目標 を話 し合 って

1。驚 ることを予告するo＼

*担 任か ら

・ 「やる気がなかった」というような

意見に対 しては、教員か ら質問等を

行う。

「自 己評 価 カ ー ド」 等 の記 入 の必 要 性?

評価とまとめ ＼
」 良 い評 価 だ った

一
(資 料2)学 習活動案(そ れぞれの項 目について、工夫す る部 分 を太字で示 した)
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イ 検証授業2(M中)

(ア〉 学習活動案

前回 のS中 の学習活動案 を改善 した ものを用 いて、再 びM申 で検証 授 業 を試 み た。

今回の学 習活動案 の改善点 は、以下 の通 りである。

・昨年度 の合唱 コンクールへの取 り組 みを書 かせ るために、 その考 え方 の基 本 とな

る語句 を、「成功面での成果」 と 「今後の取 り組みの課題 」 とにはっきり分 けた。
「一一楠　一一一 一一一棉 一

iooOし たから、q!O亟 葱 ヨ

匝oo隻 きなか ったか ら、P99」 し丞 ほうがよい
・そ れ ぞ れ の班 の発 表 の 内容 を 明確 に す る と同 時 に、 修 正 が可 能 で、 か っ 発表 後 に

整理 しや す くす るた め の方 法 と して 、 マ グ ネ ッ トシー トを活 用 した。

・班 の 意 見 を 整理 しや す くす るた め に、黒 板 上 に座 標 軸 を書 き、 そ の意 見 の傾 向 を

は っ き り させ た。(資 料4参 照)

本時の展開 司会:前 ・後期学級委員及び合唱コンクール実行委員

生徒の活動内容 指導 ・援助の留意点 評 価 の 観 点

活 1.開 会

動 2.活 動 テ ーマ(議 題)の ・事前 に黒板 に掲示 ・板書 させて お く
。

の 発表 「合 唱 コン クー ルの 目標 をつ くろ う」

開 3.活 動内容の説明 ・掲示 した模造紙で説明。 ・実行委員の

始 〈実行委員) ・活動内容を生徒全員がよく理解できる 提案を真剣
ように必妻に応 じて教師が助言 ・質問 に聞 けたか。

をす る。

4.プ リン ト配 布 ・前 々回、前 回の プ リン トを まとめ た も

① クラスの合唱の意義は? のを配布
②クラスのみんなの思いを ・合唱 コンクー ルの思 い にっ いて は各班

再確認する か ら、1名 ずつ実行委員が指名 して発
活 (実行委員から) 表 させ る。

5.実 行委員か ら班での話 ・実行委員が例を示せ るように、準備 さ ・班 の 話 し合

し合いの内容 と方法 に せ てお く。(配 布 プ リン トの 中 に書 き いに積極的
っいて説明 方の例をしめす。また、班員の意見を に参加で き

動 6.昨 年 度 の合 唱 コ ンクー 聞 きまとめ るた めの スペ ース もっ くる) た か 。
ルへの取り組みや経験 ・班長の司会の もと、円滑に話 し合いが
を思 い出 し、個 々 に書 進むように、机間指導をす る。
いてみる

の AIOOOし たから、OOOぶ でき想 ・プ リン ト内 の ワー クシー トに思 いっ い ・真剣 に過去
B「000部 でき電かったカ、ら、000し た抵うガい馬1た も のを記 入 させ る。 の取 り組み
実行委員O縣で雅駄鋤 を考えたか。

7.班 ご とに発表 しあ い、 。AとB→ 短冊の色を分ける(2枚 ずつ

展 まとめ短冊に記入する。 配布)
8。 班で話 し合った内容を ・生徒全員が理解できるような大 きな声 ・他 の班 の 発

班長が発表 し、黒板 に で 発表す る よ うに、 ア ドバ イスをす る。 表を真剣に
分 類 し、 これ か らの 目 ・生徒がまとめるときに分類 しきれない 聞 け たか。

開 標になる生徒の気持 ち と き建、 ア ドバ イ スをあ たえ るが な る

と具体的な取 り組むた べ く生徒自身たちの発言を生かす方向
めの方法などの共通項 で分 類す る。

を ま とめて い く。
1

活9.ま とめた内容を黒板で ・ 「や る気が なか った」 とい うよ うな

動 確認する。 意見に対 しては、教師か ら質問等を
の 10。 これを もとに次 回の学 行な う。
ま 活でクラスの目標を話
と 合って決定することを
め 予告す る。
11.r自 莇 価 か ド」記 入。

12.閉 会

(資 料3)学 習活動 案
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成 功

方法や行動

みんなが自信をもっ
て大きく声を出して
くれれば良かった

練習あるべし1

人前で歌うとうまく
いく1

練習のときみんなが
そろわなかったので

呼びかけるといい

パー トリーダーが先

導してくれて朝練習
がしっかりできた 団結が遅く 朝練習

に遅れる人がいた

他に6例
他に5例

.

まじめにやるとうま
くいく1

匡… 輔 … 区 ・で・・か・たi

個人やみんなの思い

(資料4)

失 敗

マ グ ネ ッ トシ ー トを活 用 した意 見 の 分 類 分 け

←f)ま とめ

・自己評 価 カ ー ドの結 果 か ら

く評 価 項 目〉

実行委 員 と学 級委員 がっ くって くれたプ リ

ン トや班の話 し合い、他 の班の発表のなか

で、 合 唱 コ ンク ールへ の ク ラスの仲 間 の

「思 い」 を感 じることがで きたか。

去年 の合唱 コンクールへの取 り組 みをふ り

返 り、 「○○ したか ら、 ○○で きた」 「○○

がで きなか ったか ら、○○ したほうが いい」

とい う成果 と課題 を、 はっきりさせ ること

がで きたか。

合唱 コンクールにむけての班 の話 し合 い活

動 に 自分か ら参加 で きたか。

(意見 を言 う、仲 間の発言 を しっか りと聞

く、 マ グネ ッ トシー トに書 くな ど)

(学級の人数39人)

よ くで きた10人

まあ まあで きた26人

あ まりで きなか った3人

で きなか った0人

よ くで きた16人

まあ まあで きた20人

あ まりで きなか った3人

で きなか った0人

よ くで きた

まあ まあで きた

あまりで きなか った

で きなか った

人

人

人

人

設
U

Q
σ

O
J

1

1
1

占

-

1
み

この結果 か ら見 ると、学級 活動 の中で生徒が意欲的 に動 いて いる場面が多 く見 ら

れ、学習活動案 の改善 の成果があ った といえ る。
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② 「学級 ・学校生活の改善への取 り組 み」 についての学級活動(H中)

ア 実践 の過程

㈲ 開校20周 年 を迎 え たH申 学 校

で は、 「新 た な る ス タ ー トラ イ

ン～Doyo慧rbest～ 」 と い う ス

認一 ガ ンの も と、 生 徒 会 が 活 動

して い る。 そ こで本 学 級 で も周

年 行 事 を活 用 し、 日常 生 活 の 充

実 ・発 展 を願 って4月 よ り次 の

よ うな活 動 を行 って き た。

@週 末 に学 級 委 員 ・班 長 ・副 班

長 に よ る班 長 会 を開 催 す る。

(週 目標 決 め)

「illらい:7万 一 ダ ー硝 「晟「

⑤2学 期 に な り、 学 級 の 雰 囲 気

が ま と ま り に欠 け る点 が 出 て

きた。 そ こで 他 の 生 徒 の 気 持

ちを知 るた めに一 日のエ ピソー

ドを っ つ る 「今 日ので き ごと」

と題 す る5行 日記(資 料6)

を書 か せ 、 ま とあ を学 級 通 信

の形 で配 布 して い る。

ヅ 　 　 　 　

ね らい一_

月i学 校 行 事

お生融オ曜房=ヲ∴
5瞳 総会1

6il

7球 技大会

8

9嚇 大会翻 会!

101学 習発表会 ・生徒総会

1周年行事!

学級での取 り組み

iil検 証授業
↑

12i

1

2ス キー教室

∴ 年生を送る会

(
週

目

標

決

め

)

今

日

の

で

き

ご

と

新

た

な

る

ス

タ

ー

ト

(資 料5)4月 か らの学 級 で の取 り組 み

他 の生徒 の 「思 い」を共有す る1

◎10月 末 、 学 校 の節 目 とな る周 年 行 事 に参 加 、 その 体 験 を 生 か して 「新 た な る ス タ ー

トー一 これ か らの 歴史 作 り 一一」 と い う課 題 で学 級 活動 を 行 う。

「一砺 石一i一蘭 葎 禰 面 、「『を語 りデ杏い、「「享稜葺の成長麺 雇」葱共に著茨コ葛「

なまえ(`)ooO)

でごμ=Lμ クラスの零 顔 勤 弼 明 彦く々 ・鍵 撫

」琢 撚 会 樋 力…伯 卿 乙・、.今幽 翻 み

じ 〔瓦 蓮 どノ・ス 籔 跡 頻 レIE.し(こf,..tこり調 るぴ

.矯 凱 基=落舞 俊 脇 転 謡 縣 、鴫 ・爲

#で,学捜¢輯き劇助で,蟄調唖で,琴で6舞日～今日,δっ左こと◎お室直3ろむったこと,

うれしむったこと,麟したこと,就豪たこと,葦しガったこと,起どなど。自分のこと,沖

動 こと,家肇のこと竃ど掌ど。君たちの生話を影る1ヒリードを盈えτ<置鈷い●

実名でも.ベン芋一ムでも0.K.赴 たし絶《を鵜 す御.ありもしa既tことはまiめ彪よ,

(『)月(zg)日(本)曜 日

(資 料6)5行 日記 「今 目ので き ご と」
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一 「南 のねらい 活 動 の 内 容
一

活

1動

の

開1

始

・リーダーを育

て る

・創立か ら現在

まで の学校 の

様 子を知 る

・本時の活動の内容を司会か ら説明する。 一

・他の生徒の気

持ちを知る

活 レ 自分の意見を
表明する

1動

1のL偲 い」を共

有す る

大きな声で他の生徒にゃかうタう1三謹明で きう.

・OHPに より、創立か ら現在までの中学校や関連する写真を見る。

(4枚 の写真に班長会でコメントを入れる)

歴史 とともに移 り変 る もの ・変 わ らない ものが ある ことを知 る

・歴代の校長へ の聞 き取 りのま とあを発表す る。

(班長会 のメ ンバ ーが順番 に読み上 げる)

・周年行事 に参加 して感 じた ことのま とめを読 む。(配 布、 黙読)

自分 の気持 ち と異 な った考 えを持 って い る人 がい ることを知 る ト

・OHPと 歴代 の校長 への聞 き取 りの発表 、周年 行事 に参加 して感 じ

た ことのま とめを読 んで、今後、一人一 人が この学校 を 「どの よ う

な学校 に したいか」 を考 え、結果 をマ グネ ッ トシー トに記入す る。

生徒全員が自分の意見を表明

できるように援助する

意欲的に意見を表明すること

ができる

1展1

・自分 の考 えを

1開}探 す

活

動

の

ま

と

め

・ 「願 い」 を語

り合 う

・一人一入 が記入 したマ グネ ッ トシー トを集 め、黒板の班 ごとの欄 に

貼 る。

黒板 を見て、他 の生徒 の 「思 い」 を共 有す ることがで きる

・黒板 に貼 られた全員 の思 いを見て、再度 「どん な学校 に したいか」

を考 え、 さらに 「で きることは何か」 を探 し、 カー ドに記入 す る。

自分の 「思い」を書 けず、迷 っ

てい る生徒へ の支援 をす る

他の生徒の意見か ら、 自分の

考えを探 し出す ことができる

・ 「学校 の成長

・座席 を班 ごとの川頁に とり、学級 で取 り組 んで い こうとい うものにつ

いて語 り合 う。

生徒相互あ託合豆 に圭g、[願 い」を語 り合 うことができる

「学校の成長過程」を共に考える意識や機会を持っ ことができる

置 孟える」塗

過程」 を共 に1・ 話合 いの まとまった班 は、 班 長 が話 合 いの結 果 を カ ー ドに記入 す

、一

(資料6)学 級活動案(生 徒 自 ら会を進 め ることを 目標 と している)
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イ 検 証 授 業3:実 践 の過 程(p.10)@、 ⑤ 、 ◎ を加 味 した具 体 的 な展 開

題 材 名 第2学 年 「新 たな る ス タ ー トラ イ ン～Doyourbest～ 」

ウ 検 証 か ら見 られ る課 題

(7)本 時 は、 「一 年 間 の学 級 活 動 を ま とめ る取 り組 み」 の導 入 の 時 間 と して と らえ て い

た。 そ こで 次 の 点 をね らい と した。

① 本 時 に至 る まで に事 前 の 活 動 を班 長 会 が 行 う こ とが で きた か。

→ 生 徒 の 発 想 に よ る これ まで 在籍 した校長 先 生 へ の 聞 き取 りが実 現 で きた。

② 司 会 進 行 を 生 徒 の 手 で 行 う こ とが で きた か。

→ 司 会 者 は よ く取 り組 ん だ。

③ 自分 の 意 見 を表 明 す る と と もに、 考 え を よ り深 め る こ とが で きた か。

→ マ グ ネ ッ トシー トに記 入 す る際 、 何度 も書 き直 す姿 勢 が見 え た。

④ 他 の生 徒 の 思 いを 共 有 で き たか。

→ マ グ ネ ッ トシー トの 色 を 班 別 に した こ とに よ り、 全 員 が黒 板 に注 目す る こ と

が で き た。

⑤ 思 いを 話 し合 え たか。

→ 話 し合 い を円 滑 に進 め るた め に 、事 前 に 自分 の思 い を カ ー ドに記 入 す る こ と

に よ って 、 話 し合 いが よ り円滑 に 進 め る こ とが で きた。

ω 生 徒 た ちの 学 級 活 動 の 様 子 や 授 業後 の 感想 か ら 「活 動 の ね らい」 は お お む ね実 現 で

き た もの と思 わ れ る。 しか し、 研究 協 議 の 中 で、 以 下 の点 が課 題 と して 指 摘 さ れ た。

① リー ダ ーを さ らに育 て る必要 が あ る。

ポ イ ン トを 押 さえ た教 員 の 支援 が少 な す ぎた。

→ 司 会 者 に話 し合 い を 進 め させ た い あ ま り、 ま か せ き りに な り全 生 徒 に次 の行

動 を わ か らせ る こ とが で きな か った。

あ る程度 の 範 囲 まで、 教 員 側 で行 うべ きだ った。

② これ まで 在 籍 した校 長 先生 へ の 聞 き取 りの ま とめ の発 表 は時 間 が長 か った。

→ 内容 を 精 選 させ るの も学 習 で あ る。

③ 学 級通 信 の 「周年 行 事 の感 想 の ま とめ」 に教 員 の コメ ン トが ほ しか った。

→ 思 い を 共 有 す るた め に は コ メ ン トを入 れ るの は不 可 欠 で あ る。

④ マ グ ネ ッ トシ ー トを せ っか く班 別 に色 を変 え た の に、 共 通 した意 見 を ま とめ られ

ず 残 念 だ った。

→ 並 べ か え た方 が、 次 の活 動 に っ な が る。

⑤ 活 動意 欲 を 高 め る取 り組 み を今 後 も行 う必 要 が あ る。

(ウ)こ の1時 間 の学 級 活 動 に っ い て生 徒 に 「授 業 にっ い て の改 善」 を指摘 させ た と ころ、

次 の6点 が 出 たo

①OHPを 見 た 後 に他 の人 の感 想 を聞 きた か った。

② マ グ ネ ッ トシ ー トに記 入 した もの を読 み上 げ て ほ しか った。

③ 先 生 もマ グ ネ ッ トシー トに記 入 し、 一 緒 に取 り組 ん で ほ しか った。

④一 人一 人 の思 い に対 す る質 問 を す る 時 間 が あ る と良 か った。
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⑤ 最後 に班の話 し合 いの結果を発表 して ほしか った。(他 の班 の考 え もわか る)

⑥考 えを深 める時間が少 なか った。

3研 究の まとめと今後の課題

(1)研 究 のまとめ

本研究 は、学級活動、 中で も特 に話 し合 いに主体的 に取 り組 めず、指示が ないと動か ない生

徒、行事 などの失敗 や挫折感 を克服 し、次 の行事 や 日常 の生活 に生かせ ず にい る生 徒 に対 し、

活動意欲 を高 め る授業改善 を図 ることであ った。 その結果、次 の ことがわか った。

ア 個 と集団 の理解 にっいての実態調査 と分析

生徒 の実 態を把握 す るための方策 を聞 き取 りなどの調査 を行 った結果、生徒 との コ ミュ

ニ ケー シ ョンを図 った り、様 々な資料(生 徒 の作文、ア ンケー ト、班 ノー ト、自己評価 カー

ド等)か ら生徒 の実態 を把握 す る努 力を行 ってい ることがわか った。

イ 授 業研究 の実践 と検証

学級活動 にお いて生徒 が十分 に話 し合 い、発表 し合 うという主 体的な活動 の工夫のため

に、計3回 の検証授業を行 った。その結果、以下の ような指導の工夫 をす る ことに よ り、

生徒の よ り主体的 な学級活動がで きるとわか った。

①班長等代表生徒 と事前 に打 ち合わせ る時間 を確保す る ことが大切で ある。

②生徒 による事前調査等 の結果 を発表 させ る ことによ り生徒全員 の思 いを共有す る ことが

で きる。

③主体的 な話 し合 いに参加 させ るための工夫が必要で あ る。

個人 の意見→班単位 の話合 い→学級全体 の話題へ

④発表 の工夫 としてマ グネ ッ トシー トを活用 す る。

画用紙等 ではな くマ グネ ッ トシー トにす るのは、発表後 に出 された意 見等 をま とめ る

ときの再構成(貼 りかえ)の ためであ る。

⑤ 単に黒板 に資料 を提示 す るので はな く、 その配置 について も工夫 す る。

⑥班 で出 された意見 を全体 の意 見 と して共有 で きるよ うに配慮 す る。

⑦ で きるだ け生 徒の主体性 を うながす必要最 低限の教 員の助言 が大切であ る。

(2)今 後の課題

学 級活動 は、 少な くと も学年 の教員が共通 理解の上で実 施す ることが好 ま しい。今回、組織

力を高 めるための工夫の実践研究 は、やむを得ず行 うことがで きなか った。 しか し、上記(1)の

実態調査や本研究員 の間での情報交換か ら次の よ うな取 り組みが考え られ、今後 の具体的 な研

究課題 と したい。

①3年 間 を見通 した継続的 な指導計画 と具体的 な題材 を整備す る こと。

(学級活動の指導 に必要 な資料等 を収集 し、活用で きるよ うに整備 す ること)

②時間割 に組み込 む等 の工夫 によ り定期的 に学年会議等 を開催 し、生徒 の情報交換、共通

理解 を深 め、望 ま しい生徒像 の共有化 を図 ること。
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皿 第2分 科会

副主題 「各種委員会活動 と学級 ・学年のつ なが りを重視 した生徒 会活動 の工夫」

1副 主題設定 の理 由

ここ数年、 中学校 において 「キ レる」 とい う言葉 に表 され る衝動 的 ・突 発的な行動 が発生す

るなど、 中学生 の生活 の感覚が変 わ って きて いる。 この行動 は、 かつての中学生 が起 こす校 内

暴力 とは異 なる新 たな校 内の生徒間暴力等を起 こ して いる。 これ ら衝動 的 ・突発的 な行動 を示

す生徒 に対 して、 中学校 における生徒会活動 を取 り上 げ指導することは、TVゲ ーム等バーチ ャ

ル リア リテ ィに一喜一憂す る感覚 に、人間的 なかかわ りや集 団 と しての活動 を見直 し、 これか

らの時代 の中で主体的 に生 きるための 「生 き方の指導」 の伝達 であ り、今 日の教育課題 にっ な

が っている。

そこで、本研究で は生徒の学校生活での様々な活動 の場面 で、生徒 間のかかわ りや協力 の関

係 を具体的 な活動 に展開す るとと もに、その中で生徒会活動 の見 直 しを図 りたい と考 えた。

今 日、中学校の各種委員会活動(以 下 「委員 会活動」とする)は 、各学級の生徒の代表によ っ

て運営 されて いるが、 マニュアル化 された中で前年度踏襲 の一面 は否 めず、学級 ・学年相互 の

つなが りを もった活動の推進 が課題 であ る。 そ こで、特 に本研究 では委員会活動 と学級 ・学年

の活動の連帯 ・連携化を図 る指導の工夫 を重点 に研究 を進 め るために、副主題 を設定 した。

2研 究の内容

(1)研 究構想 図

研 究 主 題

主体的な学習を通 して 「生きる力」をはぐくむ特別活動の指導の工夫

実 態

・生徒会活動への取 り組みが低調であり、消極

的である。

・活動に対する改善の意欲が乏 しい。

・与えられたことにのみ取 り組む姿勢。

指導の現状と課題

・生徒主体の視点での活動の工夫が足りないQ

・形式的な指導に終始 しがちである。

・教員間の連携が十分とは言えない。

副 主 題

各種委員会活動と学級 ・学年とのつながりを重視 した生徒会活動の工夫

仮 説
・生徒が委員会の日常の活動に気づくことや

、委員とのかかわりをもっことができれば、委員会活動は活性化する。

さらに委員会活動と学級 ・学年のっながりも強めることができる。このっなが りを強めることで、生徒会活動が

充実 し、生徒一人一人の社会性や集団としての自治的活動の力も高まる。

研究内容 ・方法

(1)研 究構想図

② 生徒意識調査

(3)委 員会活動 と学級 ・学年のっながりを重視するため

の活動の工夫

(4)活 動 の実践例

・委員会か らの報告と委員会への要望に重点を置いた

取り組み

・学年 リーダー会議実施の取り組み

・委員会活動についての評価の取り組み
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② 委員会 の活動 に対す る生徒意識 アンケー ト 斬

委員会活動 を、 よ り活性化 してい く工夫や取 り組み を検討す るために、委員会活動 に対す る

生徒 の意識調査 を した。本調査 を行 う前 に、A中 の1年 生 とB中 の3年 生で プ レァ ンケー トを

実施 したが、 その結果、 あ る程度 中学校 の生徒会活動 につ いて理解 し、本研究 のね らい とす る

委員会活動 の工夫 を今後実施 す る上 での問題点 を明 らかにす るため、本調査 の対象 を第2学 年

と し、 下記 の質 問に より調査 を行 った。

① 質問内容 と結 果(調 査対象:C中2年36名)(数 字 、人数)

[麺 巨コ あな たは委員会 に入 って いますか。

瑠まし凝18羅 ～ 麟
いいえ(18)

[麺]あ なたが委員会に入った理由は何ですか。

ア

イ

ウ

エ

オ

や ってみたか ったか ら

楽 しそ うだか ら

推薦 ・指名 されたか ら

自分 のためにな るか ら

みんなのために役立 ちたいか らト

讐1、1、虹1

ゴ2"1'

11
18
15

[麺 コ あなたが委 員会 に入 らなか った理 由 は何ですか。

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

や りたか ったけれ ど、なれなか ったか ら

放課 後残 る時間が ないか ら

面倒 くさいか ら

っ ま らないか ら

自信が な く、責任が果 たせ ないか ら

その他

4

1

OQ

り
0

2

只
U

に
り

9

画 塾]今 度や ・てみたい委 匿 嘔]身 近1・感 じる委員[EISI8]必 要だと思 う委員

級

活

送

育

書

食

美

健

聞

学

生

放

体

図

給

整

保

新

員 会 は どれ です か 。

14

15

会 は ど れ です か 。 会 は どれ で す か 。

1
51
ー
21

ー
01

1

9

8
1

5

6

i
4

ー

20 31

21

8

9

2

3

1

10質 問4・6・8

10は ・3っ 以 内 で

複 数 選 択
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匡 嘔 コ その委員会 をなぜや ってみ たいと思 ったのですか。

ア

イ

ウ

エ

オ

楽 しそ うだか ら

や りが いが あるか ら

その委員会 の仕事が好 きだか ら

その仕事 が簡単で ラクにで きるか ら

その他

璽]そ の委員会が身近に感 じる理由は何ですか。

ア

イ

ウ

エ

いつ も活 動 して い る の を見 か け るか ら

自分 が や った こ とが あ るか ら

み ん な に と って、 大 切 な仕 事 だ か ら

友 達 が そ の委 員 会 に入 って い るか ら

[麺]そ の委員会が必要だと思 う理由は何ですか。

ア

イ

ウ

エ

普段 の生活 に役立 って いるか ら

行事 に役立 っているか ら

学校生活 が楽 しくなるか ら

生徒が中心 にな って活動 で きるか ら

(質 問4の 理 由)

18名

22名

5名

3名

4名

(質 問6の 理 由)

19名

18名

!3名

6名

(質 問8の 理 由)

36名

13名

8名

10名

[麺]委 員会 をや って良か った と思え るこ とは何ですか。

ア

イ

ウ

エ

オ

楽 しか った

や りが い が あ った

み ん な の役 に立 て た

い ろ い ろ な人 と知 り合 え た

知 識 が ふ え た り、 仕 事 が で き る よ うに な っ た

名

名

名

名

名

1
⊥

0

1
⊥

Q
》

2

5

1

1

② 調 査 結 果 の傾 向 及 び考 察

複 数 の学 級 で行 った結 果 はお お む ね 次 の よ う な傾 向 を 示 した。

ア 委 員 会 活 動 へ の参 加 が 、 単 な る 「楽 しさ」 よ り も生 徒 一 人 一 人 の 「や りが い」 に価 値 基 準

が 置 か れ て い る傾 向 が 強 く、 そ の傾 向 は、 学 年 進 行 に よ り強 くな る。 た だ し、 地 道 で 目立 た

な い活 動 で は な く、 あ る程 度 目立 ち、 周 囲 か ら見 え や す い 活動 にお い て、 生 徒 は 「や りが

い」 を感 じて い る。

イ 全 員 が 委 員 会 に所 属 し、 授 業 時 間 内 に活 動 す る よ う配 慮 され て い る小 学 校 に比 べ、 放 課 後

の活 動 の多 い中 学 校 の委 員 会 活 動 は生 徒 の 気 持 ち と して 敬 遠 され が ち で あ る。 そ の た め、 委

員 会 の活 動 日を 設 定 す る な どの 工 夫 が必 要 で あ る。

ウ 今 回 ア ンケ ー トを実 施 す る こ と 自体 が、 日常 の委 員 会 活動 に っ い て意 識 す る こ とに っ な が

り、 意 欲 的 、 積 極 的 に委 員 会 活 動 を行 う き っか けを作 った。

以 上 の ことか ら、 日常 的 に委 員 会 活動 が 見 え、 内容 に や りが い が あ り、取 り組 みやす ければ、

生 徒 は、 進 ん で 委 員 会 活動 に取 り組 む と思 わ れ る。 そ こで、 委 員 会 活 動 を 「見 え る活 動 」 にす

るた め に は、生 徒 に と って 日常 の学 校 生 活 の 中心 で あ る学 級 や学 年 との連 携 を図 る こ とが必 要

で あ る。
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(3)委 員 会 活 動 と学級 ・学年 との つ なが りを重 視 す るた め の活 動 の工 夫

委 員 会 活 動 と学級 ・学 年 との っ な が りを重 視 した生 徒 会 活 動 を行 うた め に、 活 動 の工 夫 や重

点 化 を 図 っ た。

① 活 動 の 工 夫 の 内 容

ア オ リェ ンテ ー シ ョ ンの改 善 へ の取 り組 み 一 ・委 員 会 の オ リエ ンテ ー シ ョ ンを充 実 し、 生

徒 に委 員 会 活 動 の内 容 を明 示 す る。

イ 委員会優先 日の設定へ の取 り組 み

ウ ア ンケ ー ト調 査実 施 に よ る取 り組 み

一 ・生 徒 が 委 員 会 活 動 に参 加 しやす い よ うに優

先 日を設 定 す る。

一 ・ア ンケ ー トを実 施 し、 一 般 生 徒 に委 員 会 の

重 要 さを気 づ か せ る き っか け とす る。

工 委員会 間の連絡調整 を図 った年 間計 画へ 一

の取 り組 み

オ 委 員会 か らの報告 と学級 か ら委員 会への 一

要望 に重点をお いた取 り組みく実践例1>

力 委員長の選 出への取 り組み〈実践例2>一

キ 「学年 リーダー会議」実施へ の取 り組み 一

ク

委員会 が相互 に協 力で きるよ うに連絡調 整

がで きる年 間計画を作成 する。

委 員会活動 が一般生 徒 か ら見え るよ うに、

学級での報 告に工夫 を し、一般生徒が考 え

るき っか けを与 える。

学年 を主体 と して委員長 を選 出す る。

・学年単位で の委員会活動 を活発 に し、 あわ

<実 践 例2>せ て リー ダ ー養 成 を図 る。

委 員 会 活 動 につ いて の評 価 の取 り組 み 一→ ・委 員 会 活 動 に対 して 多様 な評 価 を す る こ と

(自 己評 価 ・点 検 表)〈 実 践 例3>で 、 気 づ きや考 え を深 め る。

② 委員会 と学級 ・学年 の連絡調整 を図 る組織 の工夫(組 織例)

学級 と委員会 の連絡調整、学年集会 や学年 リー ダー会議 との連携 を図 ることで、一般生徒の

生徒会 への意識 を高 め る。

気づき

話 し合い

学年 評価

リーダー会議

実践

気づき

話 し合い

評価

←
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③ 委員会活動 と学級 ・学年 の連絡調整を図 る年間活動計画の工夫(計 画例)

一般生徒が委員会 の 日常 の活動 に気づ くことや、委員 とのかかわ りを持 つ こ とが で きれ ば、

委員会活動 を充実 させ る ことがで きる。 このため年間活動計画 も工 夫 し、一つ一 つの活動 と委

員会 の活動 との関連 を明 らか にす る必要が ある。 これ によ り、以前 よ り委員会活動 の活性化が

図 られ、生徒会活動が充実 し、生徒一人一人 の社会性や集団 と しての 自治 的活動 の力 の向上が

期待 で きる。特 に、学校行事 ・生徒会行事 ・活動 目標な どへの取 り組みを整理 し、 さらに活動

へ の評価 とい う考 えを積極的 に取 り込む ことで、生徒会活動の活性 化を図 る。

下記 の表で は、一般的 な中学校 を例 と して考え た。 行事 と して生 徒会 ・学年 ・学級 が積極的

に取 り組 める運動会 ・文化祭 ・生徒総会を中心 に し、 その間 に委員 会活動 が活発 にな る取 り組

み を設定 した。 また、最近 は、生徒総会年間1回 とい う学校 もあ り、その対策 として3学 期 に

来期 の方針 を検討 して い くとい う計画を立て た。

生徒会役員会 中央委員会 生徒集会 委 員 会 学年委員会 学年 ・学級

4月
オ リ エ ンテ ー シ ョ

ン
活動方針確認 認証式 活動方針確認

学年～目標づくり

→ 学 年 リー ダ ー会 議

→ 学級～目標づ くり

5月
運動会への取 り

組み

運動会への取 り

組み

運動会 への取 り

組み

運動会 への取 り

組み
運動会への取り組み

6月 活動内容の点検 活動内容の点検 生徒総会 活動内容の点検

目標の点検

学級 → 学年 リーダー会議
→ 学年集会

7月 1学 期の反省 1学 期の反省
学年集会
→ 全校集会 1学 期 の反省 1学 期の反省 1学 期の反省

9月 前期反省 前期反省 学年集会

↓

前期反省

(自己評価)

前期反省

学級 → 学年 リーダー会議
→ 学年集会

10月

引継ぎ式

文化 祭への取 り

組み

引継 ぎ式

文化祭 への取 り

組み

(生徒総会)

認証式

引継ぎ

文化祭へ の取 り

組み

引継ぎ ・学 年 リー ダ ー会 議

文化祭への取 り

組み
文化祭への取り組み

11月 活動内容の点検 活動内容の点検 学年集会

↓

活動内容の点検

目標の点検

学級 → 学年 リーダー会議
→ 学年集会

12月 2学 期の反省 2学 期の反省 全校集会 2学 期 の反省 2学 期の反省 2学 期の反省

1月 活動内容の点検 活動内容の点検 活動内容の点検 活動内容の点検

2月 後期反省 後期反省 学年集会

↓

後期反省

(自己評価)

後期反省

学級 → 学年 リーダー会議
→ 学年集会

3月 来期方針検討 来期方針検討 全校集会 来期方針検討

学年のまとめ

学級 → 学 年 リー ダ ー会 議

→ 学年集会
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(4)活 動 の実践例 『画

く実践例1:K中 委員会か らの報告 と委員会への要望 に重点をお いた学級活動の取 り組み〉

学校行事等 での、委員会 の取 り組 みでは、多 くの生徒が充実感 を得 る ことはあるが、 日常 の

委員会活動 にな ると、 ど うして も形式 的な活動 に終始 して しまいがちである。委員 は学級か ら

の代表者 であ り、学校生活 の改善 ・向上 のために活動 している とい う意識が乏 しいよ うに感 じ

られ る。 また、学級 において、一人一人 が学校生活 の課題 に目を向け、改善 ・向上 のために委

員会活動 に参加、協 力 してい こうとす る姿勢 が大切 であ る。 日常 の委員会活動を 「見える活動」

にす ることで、委 員の活 動が学級 で認 め られ、委員 と しての 自覚 が高 まる。 また、学級 か らの

要望等 が、 委員を通 して委員会や生 徒会役員会 へ と吸 い上 げ られてい くことによ り、生 徒一 人

一人が、生徒会の一員であ るという意識や所属感が強 まる もの と考えた。

本実践例 は、以上の ような考え方か ら、定例委員会の前後の学 級活動を活用 し学 級 と委員会

とのっ なが りを強化す ることに重点をお いた取 り組みで ある。

① 活動計画 と内容

・定例委員会 の前の週 の学級活動 の内容

学級活動1ア 委員会が取 り組んで いる、今月(先 月)の 活動 につ い

て意見 や要望 を出 しあ う。

気づき イ 委員 は自分 の活動 を振 り返 り、記入 して お く。

(委員会 ファイルを作成)

函
評価

・定例委員会 の内容

ア

イ

ウ

今月(先 月)の 活動 の反 省 と課題 を まとめ る。

学級 か らの報 告 ・反省 と課題の整理

来月(今 月)の 活動 計画 につ いて話 し合 う。

原案の審議 ・承認 ・係分担や活動の準備

その他

行事の打 ち合わせ等委員会独 自の内容

学級か らの質問 ・要望 に対す る回答

・委員会で話 し合われ た内容 を学級 で報告す るための準備

・定例委員会 の翌 日の短学活(朝 ・帰 り)の 内容

ア 委員会 か らの報告 を行 う。

活動 の内容 の説 明

学級 か ら出 された質 問 ・要 望 に対 す る回答 など

以 上 を継 続 して行 う こ とに よ って、 生 徒 一 人一 人 の委 員 会 活 動 に対 す る意 識 を高 め 、 生 徒 会

活 動 を通 して、 自分 た ち の身 近 な 問 題 にっ い て 考 え 、 自分 た ちが 実 践 して い く こ とで そ の解 決

を 図 ろ う とす る姿勢 が育 って い く もの と考 え る。
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② 実践 を通 して

生徒 の感想

・は じめは、みんな の前で発表す るの はいやだ ったが、慣れて きて大 きな声 で発表 する

ことが できるようにな った。

・衛生検査 を して、 だんだん と効果が上が って さた。よびか けを してよか った。

・学級 か らの質問 に答 えるため に、委員会で話 し合 った ことで、委員会 としての仕事 の

内容が よ くわか った。

学級活動1で 使用

9月 生 活 委員会

*今 月 の 生活 目標
『け じめ の あ る学 校 生活 を送 ろ う』

■ 今 月 の 目標 と活 動 内 容

(目 標)

(活 動 内 容)

あなたの学級は目標が達成できましたか(§)○ △x

(理由 ・気づいた こと)

2 委 員 会 へ の 要 望 ・意 見 ・質 問 な ど

3 今 月 の 活 動 を ふ りか え っ て

目標達成のために活動することができましたか ◎ ○ △ ×

(理 由 ・気 づいたこと)

定例委員会で使用

10月 生 活 委員会

*今 月 の 生 活 目標
『自分 の 役 割 に 責 任 を 持 と う』

■ 先 月 の 反 省

(目標 ・活動内容は達成できましたか)

2学 級 か ら の 要 望 ・意 見 ・質 問 への回 答

(学級から) (委員会としての回答)

3今 月 の 目 標 ・活 動 内 容

(委員会としての目標)

(目標達成のための活動内容)

(資 料1委 員 会 フ ァイ ル)
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〈実践例2:T中 学年 リーダー会議実施へ の取 り組み〉

これ までの本校 での委 員会活動 は、個 々には意欲的 に取 り組 みを展開 す る活動 はあ って も、

それが、全体 と して は機能す ることが少 なか った。 また、 自分 の役割 についてはよ く責任 を果

た し活動 して いるが、学級や学 年の集団の中で は生 か されていない ことが多か った。後期 の委

員会活動 は2年 生が委員長 を務め る立場で もあ り、委員会 活動 と学級 ・学 年 とのつなが りを密

に し、学年 として委員会活動が活発 になるように した いと考えて いた。 そ こで、新 生徒会役員

と新委員長 と学級委員 で構成 され た学年 リーダー会議 を行 うことに した。

(1、3年 生 は、学級委員 と委員会 の代表者 とす る。)

① 学年 リーダー会議 の活動計画(第2学 年)

・新生徒会役員 が後期委 員長立候補 へ の呼 びか けをす る。

匡 員長候補者の呼びかけ1

i

l選 副

1奮1

会議(立候補者の決定)1の

1雲

1承 認l

l

l前期 委員会 参加1

Ψ

ラ 学年リーダー会議

Il

1学 釧 匪年集会l
ll

l

匡 級での委員会活動II

-・ ・ 匿 価l

I

yes

・選出の方 法 は立候補 か学年か らの推 薦 とす る。

・学年 と して委員長立候補者 を決定す る。

・全校生徒 の前 で所信表明 し、 その後、委員長 として承認

す る。(写 真1)

・3年 生 の委員長 の司会、運営 の仕方 を把握 す る。

・前期 の活動方針、 内容 を聞 き後 期 の方 針等 を検討 す る。

。新委 員長 と して後期の活動方針、計 画を発表す る。

・生徒会会員 か らの意見や要豊 などを審議 し、活動の中

に取 り入れ る。(資 料2)(写 真2)

・活動 の状況 を、定期的 に報告 す る。

・学 年 リー ダー会 議 で話 し合 った こ とを報 告 す る。

・学級 での取 り組みを話 し合い、一人一人が委員会活動 に

積極的 に参加 す る。

・学 級 ・学 年 で の 委 員 会 活 動 が 活 発 に な らな か った場 合 は

も う一 度 、 学 年 リー ダー会 議 を行 う。

活発な委員会活動
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(資 料2)

学年 リー ダ ー

会議 資料

(見 開 き)

左 前期反省

右 後期方針

ノ記 碧 綜 ・ん/礁 麺 的/7彦 動 ∠ノづ.

甜 肋 胸 が イ ガ カ1鷲 ゲ鯉 名 耀 〃～

't"7・ フ・
〃ノ蒔 ・が ＼診 な 〆・房 〆4・・

『Efi
・7AAeヲ ・4励%身 ・fi/ /7/tsfEts79≠ ぐ

,〈・珈 プ7ら 甘 動 どん.r嫁 勾

:瀞 泌嬬 継 描物
ゾ ～〆厘 賄 ゐ、
・イt≠93ノ ・ノぜ 遜詔2・

.拷 ズ;左

r/響 雇 席

9層勃 砺 瀞 厭

声プ ど〃 ノげ ず

・EイL・vハno一 ノte-9,多'プ んのfr2グ.か イ

・,凌 ～の 緩1塗

・lftiT・・ノtiff41S/ff,・ 〈We`7ノ 々 ピ。

り 擢 診 の チ病 〃'

・々 み・ノ/S新 瑚 ノ6ヲ も

〔1)

清ワフ∫Lイ皐っr・bに種 穆 的1・ 」t勧 する・

新 聞 ・評孝 い.辮 匙.

∫丸められ存 ∫

ヲ勧 榊 齢 〃ノ 噺 彫 晦`広 雫噺 り

な換の脅 時 〔知じ緩 り ・検 診の今伝、・

'講 怖 ・ノん臨 ト
へ%%字 続.鰍 も櫓 醐 ・孟描 ・.

lwe'{-xり1・ 今抑 輩1廟 ・・る

ML,fへ 口・110-E,」 んの取 ・ノτ敷1聯 範 副 集 ・・殉 μ 艮卵 ・働Lり

夜 蜘 ケ伝 ・・eL・ ・}しL」 ・一爪Fの2,tや 。,、㌧う脈 フ1/t'

flL;り麦〃新 龍 出L7ほtい"vrk{ヤfi・ilrfeei・Pt・fit・rvs-・ ・

ケヵ」天ち拶 幻 望1;it車1v〈

煮 しの沖 時

マ坂 の仲 符 、

・細 幡 軌7r州 容唄 殊 ヤう.新eetAiPtS・ 願 σ う.

で昂 う瓜報 頻 レ柳 力ほ 。

弾 鋤 廟 霊;瓢 革娩
悌椥 献 ・蘭 ・餓 協帆 ・やソ脚 .

f2)

(写真1)立 候補者が所信表明

② 実践 を通 して

～.'描 響 讐 璽.」峯 幽睡・
鰻灘 』、_,・こ一 簿

扇羅堰
織 ・舜 一.》 評轡

(写 真2)学 年 リー ダ ー会 議 にて

生徒 の感想(学 年 リーダー会議 を終えて)

・前期の活動 はもちろん、新 しい仕事も増や して、頑張 ってい こうと思います。

・学年 リー ダー会議 は専門委員会を活発 にするため にも、 とても意義のあるもので した。

・他の専門委員長の発言がす ごくて、私も見習い頑張ろ うと思 いま した。

・僕たち、学級委員も クラス に戻 って、今 日の活発な話 し合 いを報告 したいと思 います。

また、各委員会 に積極的 に参加 し協力 したい と思いま した。
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〈 実 践 例3:T中 委 員 会活 動 に つ い て の評 価 の取 り組 み〉

委 員 が 自分 た ちの委 員 会活 動 を通 して、 自分 に と って どの よ うな こ とが で きた のか 、 他 の生

徒 に対 して どの よ うな こ とが で きた の か を評 価 す る こ とで、 委 員 会 活 動 を見 っ め直 す こ とが で

き る。 また 、 委 員一 人 一 人 に と って委 員会 活 動 の意 義 を深 め る こ と もで き る。以上 の ね らいで・

(資 料3)の よ うな 「委 員 会 活 動 につ い て の 自 己評 価 」 を行 った。 回 答 は、4つ の選 択 肢 か ら

選 ばせ 、 良 く も悪 く もな い中 間 の 選択 肢 は除 い た。 これ は、 自分 の気 持 ち を よ り明確 に す るた

めで あ る。

① 活動 計 画 と内 容

委員会活動についての自己評価

※前期の委員会活動を通して,自 己評価をしてみましょう!
どれかに○印をっけて下さい。

とても あまワ 全く

楽し紡た 藁しかりた 棄しくなかりた魁 くなかりた

質問1)委 員会をやって楽しかったですか。 一
一(そ の理由)

よく 班り 全(

鷲た で欽 で哲かりた できなか旋

質問2)や りがいを持って委員会活動を行うことができましたか。
L_」___i

L

-__」

一(そ の理由)

よく あまo 全く

質問3)皆 の役に立つ活動を行うことができましたか。 できた できた 驚なかりた で訟かった

「できた」と答えた人はその例を挙げて下さい。
[一__L,」_. 」

一(そ の例)

た(さん あ知 全く

できた できた でき妙った できなかりた

質問4)委 員会でいろいろな人と短り合うことができましたか。 L _⊥ 一__L-_」

質問5)委 員会をやって知識が増えたり、仕事ができるように
とても あまり 全く

な りま したか. できた できた できなかりた でき肋 りた

_」__L_」

最後に,あ なたが委員会活動を行っての感想を自由に書いて トさい。

前期 委員会 ・自己評価実施

評価のまとめ ・委員長が まとめる

後期 委員会

中央委員会

で発表

・後期の活動方針に

生かす

② 実践 を通 して

自己 評価 の 結 果 か ら、 委 員 は委 員 会 の

活 動 を 通 して 、 自分 自身 につ いて はお お

む ね 満 足 して い る よ うで あ る。 しか し、

委 員 会 活 動 の 成 果 や 他 の生 徒 へ の 働 きか

け と い う面 にっ いて は、 不 十 分 だ と考 え

て いる生 徒 が い る。 これ は 自己評 価 を行 っ

た こ とで 認 識 され たので はないだ ろ うか。

これ ら 自己評 価 の結 果 は、 委 員 会 ご とに

(資 料3)自 己評 価 ま とめ られ、 後 期委 員会 に引 き継 が れ た。

これ を繰 り返 す こ とで、 今 後 、 委 員 が 自分 の充 実 感 だ け で な く、 他 の生 徒 の こ とを視 野 に入 れ

組 織 的 に活 動 で き るよ うに な れ ば、 この 自己評 価 の意 義 は大 きい。 ま た、 あ わ せ て 委 員会 点 検

表 の 活 用 も有 効 で あ った。

目 標 あなたの クラスは 内 容 要 望 ・意 見

生活委員会
チ ャイム着席を心が

けよ う
◎ ○ △ ×

1.… …

2.… …

きちん とチェ ックを

して ほ しい

図書委員会 図書室を利用 しよう ◎ ○ △ × 1.… … 本 をふ や して ほ しい

(資料4)委 員会点検表(例)
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3研 究の まとめ と今後 の課 題

(1)研 究の まとめ

本研究 は、委 員会活動 と学級 ・学年 のっなが りを重視 した生徒会活動 の工夫を通 して、委員

会活動の中で 日常の活動 に気 づかせ、他者 とのかかわ りを深 め、生 きる力 を育て る実践 を試 み

た。 さ らに、他の委員会 との連携 に基 づいて計画 ・実践 してい くことを試み た。 そ の成果 にっ

いて以下の ように報告 す る。

① 委員会活動優先 日の設定 について

一週間の うち、委員会活動 が最優先 され る日を設定 し、原則 として委員会活動 はその日とす

る。 この ことは、物理 的に活動 日が制約 され ることもあるが、生徒 にと って は、活動 日が明確

とな り、参加 しやす いもの とな った。

② ア ンケー トの実施 について

委員会活動 に対す る、生徒 の と らえ方 で、 「楽 しい」 活動ばか りでな く、 「や りが い」のあ る

活動 に携わ りたい という意欲 が根本 にはあ ることがわか った。

③ 委員会 と学 級 とのつなが りについて

毎月の委員会の記録 と、学級 か らの要望、 それに対す る回答が書 き込 ある簡単な用紙を作成

した。学級 での報告の工夫 によ り、委員会 に所属 していない生徒が委員会活動 の中身 に触れ る

場面が増えた。

④ 学年 リーダー会議 にっいて

委員会の前 に、委員会 間の連絡 ・調整 を図 り、原案 を もちよ り検討す る ことによ って、委員

の 自覚が深 まった。 また、学年 の状況 に基 づいて活動 を考 えていける場面がで きた。

⑤ 委 員会 の評 価について

委員の 自己評価 や委員会 に対 す る点検表 を活用す る ことで、生徒 の気づ きや考えが深 まった。

(2)今 後 の課題

今回の研究 を通 して、 その基盤 に据 えて きた考 え方 は、特別 な生徒会活動や行事 の工夫 とい

うその学校 な らではの特色づ くりとい った視点 ではない。 ど この学校で も、名称や数 の違 いは

あ るものの、 日常 的な生徒会活動 として位置づ け られて いる委員会活動 の在 り方を ど うして い

くべ きか とい う視点 である。 したが って、本研究が どこの学校 にお いて も無理な く取 り組んで

いけ るもの となる ことが最大 のね らいで あ った。 しか し、次 のような点 が課題 と して残 った。

① 委員会活動 が 日頃 の気づ きを生か し、 日常的 なかか わ りをは ぐくむ場 とな るた めには、毎

月 の定例委員会 に向けて、事前 に学級か らの要望を と り、 それ に基 づ いた原案を作成す る必要

が あ る。 さ らに原案 を作成す る事前段階で、 その委員会 の担当教員 間での打 ち合 わせを行わな

ければな らない。 そのための計画的 な取 り組みが必要で ある。

② 特 に学年 を越 えた委員会担当の教員の間の協力関係の構築 は、 そのおお もとに、年 間の生

徒会活動計画 の共通理解が必至で ある。 これ らの前提条件の整備を通 して、 まず委 員会が これ

までの委員会活動 の見直 しを始め ることが大切であ る。

③ 委員会 に属 して いない生徒 たちにとって、 すべての委員 会の存 在意義 や活動 の様子 が伝 わ

るよ うに、学級での掲示物の工夫や学級 活動 での報告 、 さ らに委員会 の評価方法 の充実 ・継続

などが今後の課題 と して残 されて いる。
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